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Q:品質面

運搬量・土質の実績ﾃﾞｰﾀがﾘｱﾙﾀｲﾑで

電子ﾃﾞｰﾀ集計される。

○

･実績ﾃﾞｰﾀをﾘｱﾙﾀｲﾑに電子ﾃﾞｰﾀ集計可｡

･通過速度によりﾃﾞｰﾀ収集精度が悪い｡

△

運搬量・土質の実績ﾃﾞｰﾀがﾘｱﾙﾀｲﾑで

電子ﾃﾞｰﾀ集計される。

○

C:経済面

○円/m3(全体:約○万円)

△

○円/m3(全体:約○万円)

×

○円/m3(全体:約○万円)

○

D:施工面

・簡易な操作で入力可能。

・○は今後の汎用性がある。

○

・簡易な操作で入力可能｡

・○の汎用性が低い｡

△

・多種類の○が煩雑｡

・○設定情報の汎用性が低い｡

×

S:安全面

○により、当人照合が簡易に可能｡

○

ﾘｰﾀﾞのみにて当人照合が可能｡

△

同左

△

評価

　運転手ごとが、○を所有し、ﾁｪｯｸｹﾞｰﾄ

にてﾘｰﾀﾞｰに挿入時に、運転手・会社を

識別する。同時に、ﾃﾝｷｰにて、土質・運

搬先を入力する。

A案　　○○方式

△ × ○

　運転手・会社・土質・運搬先別の○

を、運転手に配布し、ﾁｪｯｸｹﾞｰﾄにて入

力する。

C案　　○方式

　ﾀﾞﾝﾌﾟごとにﾄﾗﾝｽﾎﾟﾝﾀﾞを搭載し、

ﾁｪｯｸｹﾞｰﾄにて、通過記録を収集する。

同時に、土質・運搬先を、車載のﾎﾞﾀﾝ

にて入力する。

B案　　○方式

(非接触型ﾃﾞｰﾀ送受信装置)




	受　験　番　号
	
	
	氏　名
	

	

	

	技　術　部　門
	建設部門

	選　択　科　目
	施工計画・施工設備及び積算

	専門とする事項
	施工計画

	

	Ⅰ．業務概要２例

１．小口径既設暗渠管補強工事（パイプインパイプ工法）における○○工法の採用
　当工事は、供用中滑走路の拡張工事に伴い、滑走路を横断する既設暗渠管の補強を、図－１に示す構造形式にて、全長L=○m区間において行うものである。
　工法選定では、長大な管内作業による効率低下、狭隘な管内作業による溶接不良と施工環境、エアモルタル充填性、および農業用水利用による社会的工程制約が課題となった。
そこで、従来工法や、後方からの推進工法について検討した。その結果、効率性と挿入時トラブル回避を重視し、新たに、図－２に示す○○工法を提案・実施した。また、エアミルクの充填性確保のため、管内からの注入口と浮上防止材を、複数設置した。
明かり作業主体となり、鋼管内作業量が削減された結果、品質面では、設置精度や溶接品質、およびエアモルタル充填性が確保された。安全面では、溶接時の換気の問題が回避され、施工環境が向上した。更に、○%工程短縮と、○％コストダウンに結びついた。
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２．大規模土工事における○○を利用した運行管理システムの開発・運用
　当工事は、供用中滑走路拡張を目的とした約○万m3の大規模土工事であり、空港施設のゾーニング毎に、各土質材料（○○・○○）を識別・運搬するものである。
　盛土材の運搬においては、多台数のダンプ運行管理手法の確立、近隣住民への配慮、および供用中空港の危機管理などが課題であった。
そこで、各種比較検討し、○○を利用した運行管理システムを開発・運用した。
その結果、品質管理と実績集計業務の効率化、個別指導による交通安全教育、および事前登録制度による危機管理の徹底に効果を挙げることができた。
Ⅱ．詳述

以下に、概要２について詳述する。

１．私の立場と役割
土工事担当責任者として、土工事施工計画立案と、運行管理システムを開発・運用した。
２．技術的課題及び問題点

盛土材運搬は、片道○kmの公道を10tダンプにて行う大規模土工事(日最大○台，日○台，延べ○万台)であり、運行管理面において、以下の技術的問題点が発生した。
①従来の運行管理手法（○○、○○、○○など）は、土質別・場所別、多台数のダンプ管理に対し、集計業務・コスト面で本工事への適用が困難である。
②ダンプ運転手の法定労働時間を厳守するため、日○台の運行に対し3交代制を取る必要があった。そのため、各運転手への交通安全指導・教育の徹底が重要な課題となった。

③供用中空港のテロ対策等の面から、入場管理体制強化と不法侵入防止が不可欠である。
３．技術的提案

　土質・場所別運搬量、交通安全、空港入場の総合的管理のため、以下の提案を行った。
(1)○○を利用した運行管理システムの開発

○○は、建設業へ標準化が推進され、内蔵データは個人名や所属会社も含む。この特徴を活用し、私は運行管理システムを開発するため、表-1に示す比較検討を行った。
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その結果、○○を利用した運行管理システムを開発・運用することとした。

(2)サイクルタイムによる実績管理

システムには、運転手別の実績を確認できる機能を設け、
所定の法定速度・車間距離に基づく、シミュレーションの標

準サイクルタイムと、個別の実績を比較できるようにした。

(3)ダンプの事前登録制度の導入と教育の徹底

○○発行は、図－３に示す登録フローに基づいて行い、
運転手への事前教育と、不法侵入防止の徹底を図った。

４．技術的成果

(1)品質面では、土質のトレーサビリティが明確になり、的確な密度管理が実施できた。また、運転日報からの手入力と比較し、集計業務が約○%効率化され、土工事計画の立案・修正が迅速化した。コスト面では、集計業務に想定した支出が、約○％に抑制された。
(2)安全面では、運転手ごとのサイクルタイム確認により、交通安全などに対する個別の綿密な指導が、可能になった。また、通勤・通学の混雑時間帯を割り出し、運行時間や配車を調整することで、近隣住民に対する交通混雑防止にも効果を挙げることができた。
(3)登録制度により、事前教育と、空港の危機管理(第三者侵入防止)を徹底できた。

５．現時点での技術的評価及び今後の展望
当システムにより、ダンプ運行管理効率化、交通安全管理、空港危機管理に効果が挙がり、IT技術活用により、建設CALS/EC推進のインセンティブの一端を担ったものと考える。

近年では、○○による非接触通信が実用化され、この技術活用により、ダンプは、チェックポイント通過時に、多様な情報交換が可能となる。これにより、サイクルタイム向上と、入力ミス削減、複雑な土質・場所の分類などの高度化が可能と考える。　－以上－
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図-1:標準断面図





図-2:工法変更図





























図-3:ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ登録ﾌﾛｰ
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